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全
出
し
全
入
す
る
者
は
全
罪
を
以
て
論
ず
。
若も

し
軽
き
を
増
し
て
重
き
と
作な

し
、
重
き
を
減
じ
て
軽
き
と
作な

さ
ば
、
増
減
す
る
所
を
以
て

論
ず
。
死
に
至
る
者
は
坐つ

み

す
る
に
死
罪
を
以
て
す
。
若
し
罪
を
断
じ
て
入
る
る
に
失
す
る
者
は
各
々
三
等
を
減
ず
。
出
だ
す
に
失
す
る
者

は
各
々
五
等
を
減
ず
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
裁
判
官
が
判
決
を
下
す
に
当
た
っ
て
正
確
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、『
大
清
律
集
解
附
例
』（『
順
治
律
』）
の
「
御
製
大
清
律
序
」
で
、「
子
孫
臣
民
（「
臣
民
」
は
官
吏
と
人
民
。）、
其

れ
世
世
こ
れ
を
守
れ
。」
と
命
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
旧
中
国
の
法
律
は
、
そ
れ
を
適
用
さ
れ
る
べ
き
人
民
に
公
開
さ
れ
て
い
た
。

ゆ
え
に
、
旧
中
国
の
法
律
は
、
わ
ざ
わ
ざ
片
仮
名
で
ル
ー
ル
（
そ
れ
に
従
っ
て
裁
判
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
準
）
と
呼
ぶ
必
要

は
な
い
に
し
て
も
、
ル
ー
ル
で
あ
る
の
か
ル
ー
ル
で
は
な
い
の
か
と
問
わ
れ
る
な
ら
ば
、
ル
ー
ル
で
あ
る
と
答
え
る
の
が
正
し
い
。
と
こ

ろ
が
、
旧
中
国
の
法
律
は
「
非
ル
ー
ル
的
」
で
あ
る
、
と
い
う
学
説
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。

清
朝
の
裁
判
は
、
州
県
官
が
杖
以
下
の
刑
を
科
す
る
最
終
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
州
県
自
理
裁
判
と
、
上
級
官
司
が
必
ず
覆
審
し

て
徒
以
上
の
刑
を
科
す
る
必
要
的
覆
審
裁
判
と
の
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
寺
田
浩
明
後
掲
諸
論
文
及
び
著
書
は
、
州
県
自
理

裁
判
で
は
、
一
般
的
な
道
理
で
あ
る
「
情
理
」
だ
け
を
指
針
と
し
て
、「
天
下
の
公
論
」
を
語
る
判
決
が
下
さ
れ
、
必
要
的
覆
審
裁
判
で

は
、「
情
法
の
平
（
犯
罪
行
為
の
悪
性
度
と
刑
罰
の
重
さ
と
の
均
衡
。
寺
田
説
）」
と
い
う
理
想
状
態
の
実
現
が
追
求
さ
れ
る
の
で
、
ど
ち

ら
の
裁
判
で
も
律
例
は
ル
ー
ル
で
は
な
く
「
目
安
」
に
過
ぎ
な
い
、
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
寺
田
説
は
、
い
く
つ
か
の
明
ら
か
な

誤
解
に
基
い
た
も
の
で
あ
り
、
成
り
立
た
な
い
。
そ
の
こ
と
を
次
節
以
下
で
説
明
す
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
寺
田
諸
論
文
及
び
著
書
を

左
に
掲
げ
る
。

｢清
代
刑
事
裁
判
に
お
け
る
律
例
の
役
割
・
再
考
―
―
実
定
法
の
「
非
ル
ー
ル
的
」
な
あ
り
方
に
つ
い
て
―
―
」
大
島
立
子
編
『
宋
～
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清
代
の
法
と
地
域
社
会
』
所
収
、
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
。

｢「
非
ル
ー
ル
的
な
法
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
―
―
清
代
中
国
法
を
素
材
に
し
て
―
―
」『
法
学
論
叢
』
第
一
六
〇
巻
第
三
・
四
号
掲
載
、

二
〇
〇
七
年
。

｢伝
統
中
国
法
の
全
体
像
―
―
「
非
ル
ー
ル
的
な
法
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
―
―
」
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
編
『
比
較
と
歴
史
の

な
か
の
日
本
法
学
』
所
収
、
二
〇
〇
八
年
。

｢裁
判
制
度
に
お
け
る
「
基
礎
付
け
」
と
「
事
例
参
照
」
―
―
伝
統
中
国
法
を
手
掛
か
り
と
し
て
―
―
」『
法
学
論
叢
』
第
一
七
二
巻
第

四
・
五
・
六
号
掲
載
、
二
〇
一
三
年
。

『中
国
法
制
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
。

以
下
で
寺
田
論
文
及
び
著
書
を
引
用
す
る
と
き
は
「
寺
田
二
〇
〇
六
年
論
文
」「
寺
田
二
〇
一
八
年
著
書
」
と
い
う
風
に
記
す
。

ま
た
、
以
下
で
清
朝
の
州
県
自
理
裁
判
の
判
決
基
準
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
き
は
、
史
料
的
根
拠
と
し
て
、
戴
兆
佳
『
天
台
治
略
』

（
康
熙
六
十
年
（
一
七
二
一
）
の
自
序
が
あ
る
。）
の
巻
三
、
讞
語
に
収
め
ら
れ
て
い
る
浙
江
省
台
州
府
天
台
県
の
知
県
戴
兆
佳
（
康
熙
五

十
八
年
（
一
七
一
九
）
か
ら
六
十
年
（
一
七
二
一
）
ま
で
在
任
）
の
判
決
文
を
用
い
た
。『
天
台
治
略
』
巻
三
に
は
全
部
で
五
十
九
件
の

文
書
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
四
十
六
番
目
か
ら
五
十
番
目
ま
で
の
文
書
を
除
く
五
十
四
件
が
裁
判
の
判
決
文
で
あ
る
。
こ
れ
を

史
料
的
根
拠
と
し
て
用
い
る
理
由
は
、『
天
台
治
略
』
は
喜
多
三
佳
「『
天
台
治
略
』
訳
注
稿
（
一
）
～
（
二
十
・
完
）」（『
鳴
門
教
育
大

学
研
究
紀
要
』
第
十
一
・
十
二
・
十
四
・
十
五
巻
及
び
『
四
国
大
学
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
十
八
号
～
第
二
十
七
号
、
第
二
十
九

号
～
第
三
十
四
号
掲
載
、
一
九
九
六
年
～
二
〇
一
〇
年
）
が
成
し
遂
げ
た
全
訳
が
あ
り
、
旧
中
国
の
裁
判
に
関
心
を
持
つ
専
門
外
の
有
識

旧
中
国
の
法
律
は
「
非
ル
ー
ル
的
」
で
あ
る
と
い
う
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者
も
、
寺
田
説
に
対
す
る
本
稿
の
反
論
に
一
理
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
巻
三
、
讞
語
の
部
分
は
喜

多
「
訳
注
稿
（
九
）（
十
）（
十
一
）」（
同
上
誌
第
二
十
二
号
・
二
十
三
号
・
二
十
四
号
掲
載
）
に
訳
さ
れ
て
い
る
。『
天
台
治
略
』
は
、

道
光
二
十
六
年
（
一
八
四
六
）
迎
瑞
堂
刊
本
、
及
び
喜
多
「
訳
注
稿
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
喜
多
校
訂
テ
キ
ス
ト
を
見
た
。『
天
台
治
略
』

所
収
の
判
決
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
判
決
基
準
に
つ
い
て
は
、
小
口
彦
太
「
清
代
地
方
官
の
判
決
録
を
通
し
て
見
た
る
民
事
的
紛
争
の
諸

相
」（『
中
国
―
―
社
会
と
文
化
』
第
三
号
掲
載
、
一
九
八
八
年
）
が
論
じ
て
お
り
、
参
考
に
し
た
。

二

州
県
自
理
裁
判
の
判
決
基
準

ア

律

例

寺
田
二
〇
〇
七
年
論
文
は
「
州
県
自
理
の
裁
き
の
判
決
文
を
読
む
と
、
そ
こ
に
律
例
が
引
か
れ
る
例
は
（
中
略
）
皆
無
に
近
い
。
笞
杖

の
刑
罰
を
科
す
場
合
に
も
律
例
を
引
く
例
は
殆
ど
な
い
。」（
五
十
七
頁
）
と
述
べ
、
そ
の
根
拠
と
し
て
滋
賀
秀
三
「
民
事
的
法
源
の
概
括

的
検
討
―
―
情
・
理
・
法
―
―
」（『
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』
所
収
、
創
文
社
、
昭
和
五
十
九
年
）
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
滋

賀
論
文
は
「
判
語
（
州
県
自
理
裁
判
の
判
決
文
。
佐
立
注
）
の
な
か
で
し
ば
し
ば
法
が
引
照
さ
れ
て
い
る
。」「
す
べ
て
の
な
い
し
は
大
多

数
の
案
件
に
お
い
て
国
法
が
引
照
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
国
法
に
は
言
及
す
る
こ
と
な
し
に
結
論
を
出
し
て
い
る
案
件
の

方
が
数
が
多
い
。」（
以
上
、
二
七
〇
頁
）「
判
語
に
お
い
て
引
照
さ
れ
る
国
法
と
は
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
大
体
に
お
い
て
『
大
清
律
例
』

な
る
た
だ
一
つ
の
法
典
に
限
ら
れ
る
。」（
二
七
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
、
律
例
が
引
か
れ
て
い
る
州
県
自
理
裁
判
の
判
決
文
は

「
皆
無
に
近
い
」
と
か
「
殆
ど
な
い
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

実
際
、『
天
台
治
略
』
巻
三
、
讞
語
に
収
め
ら
れ
て
い
る
判
決
文
を
見
る
と
、
六
「
一
件
棍
劣
串
呑
事
」（
番
号
は
喜
多
「
訳
注
稿
」
に

関
法
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従
っ
た
。
題
名
は
迎
瑞
堂
刊
本
の
も
の
。
以
下
同
じ
。）
に
『
大
清
律
集
解
附
例
』（
以
下
、『
順
治
律
』
と
略
称
す
る
。）
戸
律
、
田
宅
、

盗
売
田
宅
条
に
附
さ
れ
た
条
例
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
十
一
「
一
件
掘
塚
佔
葬
事
」
に
『
順
治
律
』
刑
律
、
賊
盗
、
発
塚
条
の
文
言
が
引

用
さ
れ
て
お
り
、
十
三
「
一
件
背
拠
佔
掠
等
事
」
に
『
順
治
律
』
戸
律
、
戸
役
、
立
嫡
子
違
法
条
に
附
さ
れ
た
条
例
の
文
言
が
引
用
さ
れ

て
お
り
、
五
十
八
「
一
件
倚
衿
謀
佔
事
」
に
『
順
治
律
』
名
例
、
二
罪
倶
発
以
重
論
条
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
律
例
の
条
文
を

引
用
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、「
律
」「
例
」「
法
」「
三
尺
」（「
法
」「
三
尺
」
は
律
例
を
意
味
す
る
。）
に
言
及
す
る
判
決
文
が
三
十
一

件
あ
り
、
律
例
の
文
言
を
引
用
す
る
四
件
と
合
わ
せ
る
と
、
全
五
十
四
件
の
う
ち
三
十
五
件
の
判
決
文
が
律
例
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ

る
。た

だ
し
、
律
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る
刑
罰
を
そ
の
通
り
に
科
し
て
い
る
と
確
認
で
き
る
判
決
文
は
一
件
も
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

「
従
寛
（
寛ゆ

る

き
に
従
う
）」
と
述
べ
て
、
刑
罰
を
免
除
し
た
り
、
法
定
刑
よ
り
も
軽
い
刑
罰
を
科
し
た
り
す
る
判
決
文
が
十
七
件
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
事
実
は
、
律
例
が
刑
罰
の
目
安
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
五
「
一
件
異
姓

乱
宗
等
事
」
に
「
寛ゆ

る

き
に
従
い
て
逐
釈
し
て
免
究
す
。
今
よ
り
後
、
倘も

し
敢
え
て
再
び
枝
節
を
生
ぜ
ば
、
定
め
て
三
尺
を
操と

り
て
以
て
従

事
せ
ん
。（
和
訳
。
寛
大
に
処
分
し
て
、
釈
放
し
て
、
事
実
の
究
明
を
免
じ
ま
す
。
今
後
、
も
し
わ
ざ
わ
ざ
再
び
紛
争
を
引
き
起
こ
し
た

な
ら
ば
、
必
ず
律
例
を
適
用
し
て
処
罰
し
ま
す
。）」、
十
七
「
一
件
傲
弟
踞
佔
等
事
」
に
「
本も

と

よ
り
応ま

さ

に
法
を
尽
く
し
て
重
懲
す
べ
し
。

但
だ
其
の
兄
弟
の
情
を
傷
つ
く
る
に
忍
び
ず
、
姑し

ば

ら
く
寛ゆ

る

き
に
従
い
、（
中
略
）
薄
杖
（
軽
い
杖
刑
）
を
予あ

た

え
て
以
て
儆い

ま
しむ

。」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
は
律
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る
通
り
の
刑
罰
を
科
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
即
ち
律
例
は
ル
ー
ル
で
あ
る
、
と
天

台
県
の
裁
判
官
は
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、「
寛
き
に
従
う
」
判
決
は
、
訴
訟
当
事
者
の
た
め
を
思
っ
て
、
律
例
の
正
確
な
適
用
を

差
し
控
え
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

旧
中
国
の
法
律
は
「
非
ル
ー
ル
的
」
で
あ
る
と
い
う
説
に
対
す
る
論
評
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律
例
の
正
確
な
適
用
を
差
し
控
え
る
と
、
制
度
上
は
官
司
出
入
人
罪
条
に
拠
っ
て
裁
判
官
は
故
出
の
罪
で
処
罰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
事
実
上
は
、
金
銭
や
土
地
、
身
分
を
め
ぐ
る
民
事
紛
争
を
扱
う
裁
判
で
は
、
相
手
方
が
科
さ
れ
た
刑
罰
が
軽
す
ぎ
る
こ
と
を
理
由

に
、
手
間
と
金
と
を
か
け
て
上
訴
す
る
当
事
者
は
い
な
い
の
で
、
州
県
の
裁
判
官
が
上
司
か
ら
故
出
の
罪
に
問
わ
れ
る
心
配
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
（
前
稿
「
旧
中
国
の
地
方
裁
判
と
法
律
―
―
法
律
に
従
わ
な
い
判
決
が
持
つ
意
味
―
―
」『
東
洋
史
研
究
』
第
五
十
六
巻
第
二

号
掲
載
、
平
成
九
年
。
二
九
六
頁
か
ら
七
頁
）。

寺
田
二
〇
〇
六
年
論
文
は
「
律
例
の
役
割
は
、
上
申
事
案
を
官
僚
制
の
中
で
揉
ん
で
ゆ
く
際
の
、
官
僚
制
内
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
目
安
の
提
供
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
州
県
自
理
の
裁
き
で
は
そ
の
上
申
自
体
が
制
度
的
に
不
要
と
さ
れ
る
（
中
略
）。
上
申
書
を
書
い
て

上
司
を
説
得
す
る
必
要
も
な
い
。
そ
う
す
る
と
擬
律
す
る
機
会
自
体
ま
で
も
が
単
純
に
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。」（
二
九
四
頁
）
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
州
県
官
が
上
申
文
書
の
中
で
正
確
に
律
例
を
引
き
写
し
適
用
し
た
の
は
、「
官
僚
制
内
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
安
」
を

上
司
に
提
供
す
る
た
め
で
は
な
く
、
官
司
出
入
人
罪
条
に
拠
っ
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
州
県
自
理
裁
判
で
は
、

「
上
申
書
を
書
い
て
上
司
を
説
得
す
る
必
要
」
が
な
く
て
も
、「
擬
律
す
る
機
会
自
体
」
は
審
理
を
行
う
た
び
に
存
在
し
た
の
で
あ
っ
て
、

州
県
官
が
判
決
文
の
中
で
律
例
を
正
確
に
適
用
せ
ず
、「
寛
き
に
従
う
」
処
分
を
下
し
た
の
は
、
故
出
の
罪
で
処
罰
さ
れ
る
心
配
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
戴
兆
佳
は
、
な
ぜ
、
律
例
に
正
確
に
従
っ
て
判
決
を
下
す
こ
と
を
裁
判
官
に
求
め
る
律
の
断
罪
引
律
令
条
及
び
官
司
出
入

人
罪
条
に
違
反
し
て
「
寛
き
に
従
う
」
処
分
を
下
し
た
判
決
文
を
『
天
台
治
略
』
に
収
録
し
て
堂
々
と
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
訴
訟
当
事
者
の
た
め
を
思
っ
て
、
律
に
違
反
し
て
「
寛
き
に
従
う
」
判
決
を
下
す
裁
判
官
の
行
為
が
、『
春
秋
左
氏

伝
』
昭
公
六
年
三
月
条
の
「
昔
、
先
王
は
事
を
議
り
て
以
て
制
し
、
刑
辟
を
為つ

く

ら
ず
。（
和
訳
。
昔
、
古
の
聖
王
は
、
争
い
事
が
生
じ
る

関
法

第
六
九
巻
三
号

六

(七
六
三
)



た
び
ご
と
に
適
切
な
判
断
を
下
し
て
解
決
し
、
あ
ら
か
じ
め
刑
法
を
制
定
し
な
か
っ
た
。）」
と
い
う
文
が
示
す
儒
教
の
価
値
観
に
適
合
す

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
価
値
観
と
は
、
裁
判
官
は
法
律
に
縛
ら
れ
ず
、
事
件
ご
と
に
最
も
適
切
な
解
決
方
法
を
考
え
出
す
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
律
例
に
依
拠
す
る
こ
と
を
裁
判
官
に
求
め
る
律
の
規
定
に
反
す
る
儒
教
の
こ
の
価
値
観
を
、
清
朝
の
皇
帝
及
び
官

僚
以
下
の
読
書
人
は
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
律
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る
刑
罰
よ
り
も
重
い
刑
罰
を
科
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
判
決
文
は
、『
天
台
治
略
』
巻
三
の
中
に

一
件
も
見
ら
れ
な
い
。

寺
田
二
〇
〇
八
年
論
文
は
「
こ
の
（
清
朝
の
。
佐
立
注
）
裁
判
制
度
は
官
僚
に
上
申
に
際
し
て
律
例
を
引
け
と
は
言
う
も
の
の
、
刑
罰

を
下
さ
れ
る
相
手
に
対
し
て
根
拠
条
文
を
示
せ
と
は
言
わ
な
い
。
実
際
手
続
を
見
て
も
そ
れ
を
す
る
段
階
が
何
処
に
も
な
い
。」（
五
九
二

頁
）
と
述
べ
る
。
し
か
し
、『
清
律
』
刑
律
、
断
獄
の
断
罪
引
律
令
条
に
は
「
罪
を
断
ず
る
に
は
皆
、
須
か
ら
く
具つ

ぶ
さ

に
律
例
を
引
く
べ

し
。」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、「
皆
」
と
あ
っ
て
、
上
申
に
際
し
て
だ
け
律
例
を
引
く
べ
し
と
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
州
県
自
理
裁
判
で

も
判
決
文
に
律
例
を
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
こ
の
条
文
の
趣
旨
で
あ
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
十
二
「
一
件
価
業
両
空

事
」
に
「
当
堂
に
て
此
れ
を
判
ず
。」、
二
十
七
「
一
件
白
佔
祠
産
等
事
」
に
「
も
し
今
後
文
信
ら
（
敗
訴
者
。
佐
立
注
）
が
敢
て
横
車
を

お
し
て
騒
動
を
起
こ
せ
ば
、
智
識
（
勝
訴
者
。
佐
立
注
）
は
こ
の
判
決
文
を
持
っ
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
原
文
。
可
執
此
鳴
究
。）。」

（
喜
多
訳
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
州
県
自
理
裁
判
の
判
決
文
は
、
法
廷
で
当
事
者
に
読
み
聞
か
せ
ら
れ
た
り
、
裁
判
が
終
わ
っ

た
後
で
当
事
者
に
渡
さ
れ
た
り
し
た
か
ら
、
断
罪
引
律
令
条
に
従
っ
て
裁
判
官
が
律
例
を
判
決
文
に
引
き
さ
え
す
れ
ば
、
当
事
者
は
判
決

の
根
拠
と
な
っ
た
条
文
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

寺
田
二
〇
〇
六
年
論
文
は
、
清
朝
に
は
「
民
事
実
定
法
が
存
在
し
な
い
」
と
述
べ
る
が
、
こ
の
記
述
は
正
し
く
な
い
。
旧
中
国
の
法
律

旧
中
国
の
法
律
は
「
非
ル
ー
ル
的
」
で
あ
る
と
い
う
説
に
対
す
る
論
評
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は
、
そ
れ
に
違
反
す
る
と
必
ず
刑
罰
が
科
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
す
べ
て
「
刑
法
」
で
あ
っ
て
、「
民
法
」
は
旧
中
国
に
は
存
在

し
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
事
紛
争
を
扱
う
裁
判
で
判
決
基
準
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
は
、
歴
代
王
朝
の

律
令
格
式
及
び
律
例
の
中
に
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
規
定
を
「
民
事
実
定
法
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
民
事
実
定
法
は
清
朝
の

律
例
の
中
に
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
天
台
治
略
』
巻
三
の
十
三
「
一
件
背
拠
佔
掠
等
事
」
に
引
用
さ
れ
て
い

る
、「
同
姓
を
立
つ
る
者
も
亦
た
、
尊
卑
、
序
を
失
い
、
以
て
昭
穆
を
乱
す
を
得
ず
。」「
若も

し
継
子
、
後
と
す
る
所
の
親
に
得
ざ
れ
ば
、

其
の
、
官
に
告
げ
て
別
に
立
つ
る
を
聴ゆ

る

す
。」
と
い
う
『
順
治
律
』
戸
律
、
戸
役
、
立
嫡
子
違
法
条
に
附
さ
れ
た
二
つ
の
条
例
の
規
定
は
、

養
子
に
関
す
る
民
事
実
定
法
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

イ

契
約
文
書

寺
田
二
〇
〇
七
年
論
文
は
「
州
県
自
理
の
裁
き
の
判
決
文
を
読
む
と
、（
中
略
）
そ
こ
で
（
中
略
）
高
く
掲
げ
ら
れ
る
の
は
、「
情
理
」

（
中
略
）
と
い
う
、
一
般
的
な
道
理
へ
の
目
配
り
と
、
紛
争
両
当
事
者
の
抱
え
る
個
別
事
情
へマ

マ

細
や
か
な
配
慮
と
を
両
睨
み
す
る
よ
う
な

漠
た
る
理
念
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
（
中
略
）
法
に
基
礎
を
置
か
ず
、
情
理
と
い
う
理
念
（
中
略
）
だ
け
を
直
接
的
指
針
と
し
て
行
わ
れ
る

判
断
（
中
略
）
は
必
ず
し
も
州
県
長
官
の
み
が
し
た
訳
で
も
な
い
。」（
五
十
七
頁
か
ら
八
頁
）「
裁
き
を
裏
付
け
る
規
範
的
要
素
は
、
言

葉
の
レ
ベ
ル
で
整
理
す
る
と
一
挙
に
情
理
と
い
う
一
語
に
至
っ
て
し
ま
い
」（
六
十
六
頁
）
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
州
県
自
理
裁
判
で
は

「
情
理
だ
け
を
直
接
的
指
針
と
し
て
」
判
決
が
下
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
金
銭
や
土
地
、
身
分
の
帰
属
が
争
わ
れ
る
裁
判
で
は
、
そ
れ
を

証
明
す
る
真
正
の
契
約
文
書
が
存
在
す
れ
ば
、
裁
判
官
は
そ
の
契
約
文
書
に
依
拠
し
て
判
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

『天
台
治
略
』
巻
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
判
決
文
の
大
多
数
は
土
地
の
帰
属
を
争
う
訴
訟
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う

関
法
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ち
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
判
決
文
で
、
例
え
ば
四
「
一
件
佃
売
主
田
等
事
」
に
「
其
の
田
は
仍な

お
廷
芳
（
勝
訴
者
）
に
帰
せ
し
め
て
、
契

に
照
ら
し
て
管
業
せ
し
む
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
契
約
の
対
象
物
で
あ
る
土
地
は
、
契
約
文
書
の
定
め
通
り
に
権
利
者
に
帰

属
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
十
九
「
一
件
勢
佔
民
田
事
」
で
は
、
二
重
に
売
ら
れ
た
田
地
を
後
か
ら
買
っ
た
者
に
帰
属
さ
せ
、
先

に
買
っ
た
者
の
子
に
対
し
て
、
二
重
売
り
を
し
た
者
に
命
じ
て
賠
償
金
を
支
払
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
九
「
一
件
恩
全
血
食
等
事
」

で
は
、
共
同
所
有
者
に
通
知
せ
ず
に
行
っ
た
田
地
の
交
換
を
認
め
た
上
で
、
交
換
の
相
手
方
に
命
じ
て
、
さ
ら
に
別
の
田
地
を
共
同
所
有

者
側
に
与
え
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
件
の
判
決
文
で
も
、
真
正
の
契
約
文
書
の
定
め
を
、
ど
ち
ら
の
当
事
者
の
主
張
が
正
し
い

か
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
権
利
者
の
失
わ
れ
た
利
益
の
補
償
が
命
じ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

寺
田
二
〇
一
八
年
著
書
は
「
伝
統
中
国
で
は
契
約
は
、（
中
略
）
現
実
の
変
転
常
な
き
社
会
関
係
と
画
さ
れ
た
独
自
の
抗
事
実
的
な
地

位
を
、（
中
略
）
裁
判
の
中
で
も
殆
ど
持
っ
て
い
な
い
。」（
三
二
一
頁
か
ら
二
頁
）
と
述
べ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
州
県
自
理
裁
判
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
契
約
文
書
の
定
め
に
従
っ
て
、
契
約
の
対
象
物
を
権
利
者
に
帰
属
さ
せ
る
判
決
が
下
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

伝
統
中
国
で
は
契
約
は
「
独
自
の
抗
事
実
的
な
地
位
」
を
裁
判
の
中
で
十
分
に
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
寺
田
著
書
は
史
料
的
根
拠
と
し

て
熊
賓
『
三
邑
治
略
』（
光
緒
三
十
一
年
（
一
九
〇
五
）
の
自
序
が
あ
る
。）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
判
語
か
ら
三
件
を
挙
げ
て
い
る
（
三
一

八
頁
か
ら
二
〇
頁
）。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
一
件
で
は
契
約
の
対
象
物
を
権
利
者
に
帰
属
さ
せ
て
お
り
、
一
件
で
は
権
利
者
に
代
わ
り

の
土
地
を
与
え
て
お
り
、
一
件
で
は
借
金
の
清
算
方
法
が
決
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
寺
田
著
書
が
主
張
す
る
よ
う
な
契
約
の
性
質

を
そ
こ
に
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

旧
中
国
の
法
律
は
「
非
ル
ー
ル
的
」
で
あ
る
と
い
う
説
に
対
す
る
論
評
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ウ

情

理

寺
田
二
〇
〇
七
年
論
文
は
、
前
項
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
州
県
自
理
裁
判
で
は
「
法
に
基
礎
を
置
か
ず
、
情
理
と
い
う
理
念
（
中
略
）

だ
け
を
直
接
的
指
針
と
し
て
」（
五
十
七
頁
）
判
断
が
行
わ
れ
る
、
と
述
べ
、
寺
田
二
〇
一
八
年
著
書
は
「
州
県
自
理
の
裁
き
は
、（
中

略
）
実
定
法
に
囚
わ
れ
ず
に
そ
の
場
で
当
意
即
妙
な
解
決
案
を
示
し
、
当
事
者
間
の
和
合
を
導
く
よ
う
な
自
由
な
裁
き
の
様
相
を
示
す
。」

（
一
六
二
頁
）「
中
国
の
裁
判
、
中
で
も
特
に
聴
訟
（
州
県
自
理
裁
判
を
指
す
。
佐
立
注
）
の
あ
り
方
は
、
個
別
主
義
に
走
る
余
り
凡
そ
の

規
則
性
と
制
度
的
な
接
点
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
法
と
裁
判
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
か
と
い
っ
て
そ
れ
は
裁
判
官
の
単
純
な
恣
意

に
な
っ
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
そ
れ
も
ま
た
彼
等
な
り
の
社
会
正
義
の
追
求
（
中
略
）
で
あ
っ
た
。」（
三
五
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
州
県
自
理
裁
判
は
「
情
理
」
だ
け
を
指
針
と
し
て
社
会
正
義
を
追
求
す
る
「
自
由
な
裁
き
」
で
は
な
い
。
律
例
に
従
っ
て
当

事
者
の
行
為
を
罪
に
当
て
、
契
約
文
書
に
従
っ
て
権
利
者
に
契
約
の
対
象
物
を
帰
属
さ
せ
た
上
で
、
州
県
の
裁
判
官
が
当
事
者
の
た
め
を

思
っ
て
、
律
例
に
違
反
し
て
刑
を
軽
く
し
た
り
免
除
し
た
り
、
勝
訴
し
た
権
利
者
に
命
じ
て
、
義
務
も
な
い
の
に
敗
訴
者
に
援
助
金
を
与

え
さ
せ
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
裁
判
官
が
持
ち
出
す
判
断
基
準
が
「
情
」「
情
理
」
な
の
で
あ
る
。

『天
台
治
略
』
巻
三
の
七
「
一
件
勢
佔
民
業
事
」
で
は
、
真
正
の
契
約
文
書
に
従
っ
て
権
利
者
に
土
地
を
帰
属
さ
せ
た
上
で
、
銀
十
両

を
出
し
て
敗
訴
者
の
代
わ
り
に
未
納
の
税
を
完
納
す
る
よ
う
権
利
者
に
命
じ
、「
こ
れ
ま
た
其
の
窮
を
哀
れ
み
、
ゆ
え
に
こ
の
、
法
を
略

し
情
を
言
う
の
挙
を
為
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。
二
十
一
「
一
件
負
噬
呑
佔
等
事
」
で
は
、
田
四
十
石
を
抵
当
に
入
れ
て
銀
四
十
両
を
借

り
、
毎
年
八
両
の
利
息
を
払
う
契
約
の
う
ち
、
利
息
の
支
払
い
と
借
金
の
返
済
と
の
義
務
を
認
定
し
た
上
で
、「
情
を
斟く

み
理
を
酌
み
」、

田
四
十
石
の
う
ち
十
八
石
を
債
務
者
に
返
す
よ
う
債
権
者
に
命
じ
、「
情
・
理
、
両ふ

た

つ
な
が
ら
平
ら
ぐ
。」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
判
決
を
権
利
者
は
受
け
入
れ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
契
約
の
対
象
物
の
帰
属
は
認
定
し
て
も
ら
え
た
の
で
、
ま
た
、
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訴
訟
が
長
引
く
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
を
考
え
て
、
仕
方
な
く
受
け
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
州
県
の
裁
判
官
が
な
ぜ
、
義
務
の
な
い
勝
訴
者

に
貧
窮
し
て
い
る
敗
訴
者
を
援
助
さ
せ
る
判
決
を
下
す
こ
と
に
平
気
で
い
ら
れ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
判
決
は
、
前
に
紹
介
し
た

『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
六
年
三
月
条
が
示
す
儒
教
の
価
値
観
、
即
ち
、
裁
判
官
は
法
律
に
縛
ら
れ
ず
、
事
件
ご
と
に
最
も
適
切
な
解
決
方

法
を
考
え
出
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
価
値
観
に
適
合
す
る
と
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

寺
田
二
〇
一
三
年
論
文
は
「
伝
統
中
国
で
は
、
事
案
の
個
別
一
回
性
を
強
調
し
、
無
限
に
異
な
る
事
案
一
件
毎
に
そ
れ
に
最
も
相
応
し

い
解
決
策
を
、（
中
略
）
裁
判
官
が
そ
の
場
で
考
案
し
提
示
（
中
略
）
す
る
作
業
と
し
て
裁
判
を
構
想
し
た
。」（
四
十
七
頁
）
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
六
年
条
に
「
昔
、
先
王
は
事
を
議
り
て
以
て
制
す
。
刑
辟
を
つ
く
ら
ず
。」
と
あ

る
古
の
聖
王
の
裁
判
で
あ
っ
て
、
歴
史
時
代
の
各
王
朝
で
実
際
に
制
度
化
さ
れ
た
裁
判
で
は
な
い
。
実
際
に
制
度
化
さ
れ
た
裁
判
は
、
あ

ら
か
じ
め
法
律
を
制
定
し
て
人
民
に
公
開
し
、
公
開
さ
れ
た
法
律
に
正
確
に
従
っ
て
判
決
を
下
し
、
人
民
を
官
吏
の
横
暴
か
ら
守
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
六
年
条
に
附
さ
れ
た
孔
穎
達
の
『
正
義
』
は
、「
事
を
議
り
て
以
て
制
す
。」
と

い
う
裁
判
方
法
を
、「
古
は
今
に
施
す
可
か
ら
ず
（
古
代
の
方
法
を
現
代
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
）。」
と
述
べ
て
、
現
代
に
は
通
用

し
な
い
も
の
と
し
て
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
前
稿
「
一
日
も
律
無
か
る
可
か
ら
ず
―
―
旧
中
国
の
罪
刑
法
定
主
義
の
国
教
化
―
―
」

本
誌
第
六
十
五
巻
第
五
号
掲
載
、
二
〇
一
六
年
）。

貧
困
者
へ
の
同
情
と
い
う
善
意
か
ら
出
た
と
は
言
え
、
義
務
の
な
い
者
に
貧
困
者
を
援
助
さ
せ
る
判
決
を
下
す
こ
と
は
、
善
意
の
押
し

付
け
で
あ
り
、
裁
判
官
の
横
暴
で
あ
る
。
し
か
し
、
義
務
の
な
い
者
に
貧
困
者
を
援
助
さ
せ
る
判
決
を
下
し
た
裁
判
官
を
罰
す
る
規
定
は

律
例
の
中
に
な
い
の
で
、
州
県
の
裁
判
官
は
安
心
し
て
当
事
者
に
善
意
を
押
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

寺
田
二
〇
一
三
年
論
文
は
、
州
県
自
理
裁
判
で
は
「
州
県
官
は
、
当
該
地
方
に
お
け
る
国
家
・
皇
帝
の
唯
一
の
代
理
人
と
し
て
、
当
事

旧
中
国
の
法
律
は
「
非
ル
ー
ル
的
」
で
あ
る
と
い
う
説
に
対
す
る
論
評
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者
を
相
手
に
個
別
主
義
的
な
解
決
案
を
、
当
該
事
案
を
見
た
天
下
の
ま
と
も
な
人
間
誰
も
が
そ
う
考
え
る
筈
の
答
え
（
原
注
。
公
正
に
し

て
公
共
な
る
「
天
下
の
公
論
」）
と
し
て
示
し
、
関
係
当
事
者
全
員
が
そ
の
場
で
成
程
こ
れ
が
「
天
下
の
公
論
」
か
と
認
め
て
受
け
入
れ

て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
で
裁
判
は
終
わ
る
。」（
四
十
八
頁
）
と
述
べ
る
。
し
か
し
『
天
台
治
略
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
判
決
文
に
は
「
天
下

の
公
論
」
と
い
う
言
葉
は
出
て
こ
な
い
。『
天
台
治
略
』
所
収
以
外
の
判
決
文
で
も
、「
天
下
の
公
論
」
を
根
拠
と
し
て
判
決
を
下
し
て
い

る
も
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
寺
田
諸
論
文
及
び
著
書
も
、「
天
下
の
公
論
」
に
言
及
す
る
判
決
文
の
実
例
を
一
件
も
挙
げ
て
い
な
い
。

三

所
謂
「
情
法
の
平
」
に
つ
い
て

寺
田
二
〇
〇
六
年
論
文
は
、
必
要
的
覆
審
裁
判
「
を
行
う
に
当
た
っ
て
の
理
念
は
「
情
と
罪
と
を
し
て
一
に
平
允
に
帰
せ
し
む
る
」
こ

と
、
一
言
で
言
え
ば
「
情
法
の
平
」
と
表
現
さ
れ
る
。
そ
こ
に
言
う
「
情
」
と
は
個
々
の
犯
罪
行
為
の
犯
情
・
悪
性
度
を
指
し
、「
罪
・

法
」
と
は
こ
こ
で
は
ど
ち
ら
も
科
さ
れ
る
刑
罰
を
意
味
す
る
。
個
々
の
犯
罪
の
犯
情
・
悪
性
度
と
そ
れ
に
対
し
て
科
さ
れ
る
刑
罰
の
重
さ

と
は
、
正
確
に
均
衡
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
二
六
五
頁
）「
既
存
の
律
例
体
系
の
全
体
は
、
そ
の
（
官
僚
の
。
佐
立
注
）
提
案

の
上
申
過
程
で
自
ら
の
す
る
情
法
の
平
判
断
を
位
置
づ
け
、
ま
た
引
っ
か
け
る
引
照
枠
あ
る
い
は
「
目
安
」
と
し
て
役
立
て
ら
れ
る
。

（
中
略
）
律
は
（
中
略
）
ケ
ー
ス
に
対
す
る
ル
ー
ル
と
し
て
は
働
い
て
い
な
い
。」（
二
八
四
頁
）「
官
僚
は
常
に
今
回
の
事
案
相
手
に
一
旦

は
自
分
自
身
で
「
情
法
の
平
」
を
考
え
て
み
る
、
換
言
す
れ
ば
律
を
使
う
か
使
わ
ぬ
か
を
考
え
て
み
る
自
由
と
義
務
と
を
持
つ
存
在
な
の

で
あ
る
。」（
二
七
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
律
例
は
「
ケ
ー
ス
に
対
す
る
ル
ー
ル
」
で
あ
っ
て
、
官
僚
に
は
「
律
を
使
う
か
使
わ
ぬ
か
を
考
え
て
み
る
自
由
」
は
な
い
。

寺
田
論
文
が
な
ぜ
右
の
よ
う
な
誤
解
に
至
っ
た
か
と
言
え
ば
、「
情
法
の
平
」
と
い
う
言
葉
を
「
罪
情
と
刑
罰
と
の
間
の
裸
の
対
応
関
係
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を
述
べ
る
言
明
」（
寺
田
二
〇
〇
六
年
論
文
二
九
八
頁
注
⚖
）
で
あ
る
と
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
情
法
の
平
」
の

「
法
」
が
刑
罰
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
、
と
誤
読
し
た
の
が
原
因
で
あ
る
。
刑
罰
そ
の
も
の
と
い
う
の
は
、
法
律
が
定
め
る
犯
罪
類
型
に

対
応
し
て
、
そ
の
法
律
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
刑
罰
で
は
な
い
、
刑
罰
体
系
上
の
刑
罰
そ
れ
自
体
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

し
か
し
、「
情
法
の
平
」
の
「
法
」
は
、
刑
罰
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
法
律
な
い
し
法
律
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
刑
罰

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
滋
賀
前
掲
「
民
事
的
法
源
の
概
括
的
検
討
」
が
「「
法
」「
国
法
」
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
別
段
の
説
明
を

要
し
な
い
。
そ
れ
は
国
家
の
制
定
法
で
あ
る
。」（
二
七
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
旧
中
国
の
裁
判
史
料
に
出
て
く
る
「
法
」
の
語

は
、
例
外
な
く
制
定
法
を
意
味
す
る
。
旧
中
国
の
制
定
法
で
あ
る
律
や
条
例
は
、
あ
る
犯
罪
類
型
と
そ
れ
に
対
応
す
る
刑
罰
と
の
定
め
か

ら
成
っ
て
い
る
の
で
、「
法
」
は
、
制
定
法
を
意
味
す
る
の
と
同
時
に
、
制
定
法
の
中
に
犯
罪
類
型
に
対
応
し
て
置
か
れ
て
い
る
刑
罰
を

も
意
味
す
る
の
で
あ
る
。「
情
罪
の
平
允
」
の
「
罪
」
も
、
法
律
が
定
め
る
犯
罪
類
型
、
ひ
い
て
は
そ
の
犯
罪
類
型
に
対
応
す
る
刑
罰
を

も
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
刑
罰
体
系
上
の
刑
罰
そ
れ
自
体
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

｢情
法
の
平
」
の
「
法
」
が
制
定
法
、
な
い
し
制
定
法
の
中
に
犯
罪
類
型
に
対
応
し
て
置
か
れ
て
い
る
刑
罰
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
次

の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。「
情
法
の
平
」（「
情
」
と
「
法
」
と
の
均
衡
）
が
実
現
し
て
い
な
い
状
態
は
、「
情
軽
法
重
（
情
軽
く

法
重
し
）」「
情
重
法
軽
（
情
重
く
法
軽
し
）」（
こ
の
両
句
は
裁
判
史
料
の
中
に
よ
く
出
て
く
る
。）
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
「
情
軽
法
重
」「
情
重
法
軽
」
と
い
う
状
態
は
現
在
の
状
態
な
の
で
あ
る
か
ら
、「
法
重
」「
法
軽
」
の
「
法
」
が
制
定
法
な
い
し
そ
の

中
に
置
か
れ
て
い
る
刑
罰
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
る
と
、「
情
軽
法
重
」「
情
重
法
軽
」
の
状
態
が
是
正
さ
れ
て
実
現
し

た
「
情
法
の
平
」
の
状
態
の
「
法
」
も
、
制
定
法
な
い
し
そ
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
刑
罰
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。「
情
法
の
平
」
の

「
法
」
が
刑
罰
そ
の
も
の
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
る
と
、「
情
軽
法
重
」「
情
重
法
軽
」
の
状
態
が
「
情
法
の
平
」
の
状
態
に
是
正
さ
れ

旧
中
国
の
法
律
は
「
非
ル
ー
ル
的
」
で
あ
る
と
い
う
説
に
対
す
る
論
評
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た
途
端
に
「
法
」
の
意
味
が
変
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
筋
が
通
ら
な
い
の
で
あ
る
。

｢情
法
の
平
」
の
「
法
」
が
制
定
法
、
清
朝
で
は
即
ち
律
例
、
な
い
し
そ
の
中
に
犯
罪
類
型
に
対
応
し
て
置
か
れ
て
い
る
刑
罰
を
意
味

す
る
こ
と
に
な
る
と
、「
情
法
の
平
」
は
「
犯
罪
内
容
と
律
例
（
が
定
め
る
犯
罪
類
型
に
対
応
す
る
刑
罰
）
と
の
均
衡
」
と
い
う
意
味
に

な
り
、
ま
さ
に
「
情
法
の
平
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
が
、
清
朝
の
必
要
的
覆
審
裁
判
で
は
犯
罪
事
実
に
対
し
て
律
例
が
ル
ー
ル
と
し
て
適
用

さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
寺
田
二
〇
〇
八
年
論
文
に
附
さ
れ
た
小
口
彦
太
コ
メ
ン
ト
も
、「
情
法
の
平
」
の

「
法
」
を
実
定
法
と
理
解
し
た
上
で
、「
情
法
の
平
」
と
い
う
言
葉
を
「
先
ず
「
法
」
の
文
言
を
見
、
次
に
当
該
事
案
の
「
情
」
を
勘
案
し
、

両
者
の
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
」（
六
〇
六
頁
）
と
い
う
意
味
に
受
け
取
っ
て
い
る
。

寺
田
二
〇
一
八
年
著
書
は
、
必
要
的
覆
審
裁
判
で
は
「
適
切
な
刑
罰
の
重
さ
の
探
究
と
い
う
方
が
ま
ず
先
に
あ
っ
て
、
そ
の
先
に
そ
れ

を
叶
え
て
く
れ
る
適
切
な
条
文
の
欠
如
と
い
う
議
論
が
引
き
続
く
。」（
二
五
八
頁
）
と
述
べ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
文
の
直
前
に

「
発
端
は
、
事
案
を
見
た
側
が
こ
れ
に
「
闘
殴
及
故
殺
人
」
本
条
を
適
用
す
る
の
で
は
刑
罰
が
重
す
ぎ
る
と
判
断
し
た
所
に
あ
る
。」（
同

頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
裁
判
官
は
、
認
定
さ
れ
た
犯
罪
事
実
が
当
て
は
ま
る
犯
罪
類
型
を
定
め
た
律
例
の
条
文
を
捜
し
、
そ
の

条
文
を
適
用
し
て
、
そ
の
中
に
犯
罪
類
型
に
対
応
し
て
置
か
れ
て
い
る
刑
罰
を
科
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
条
文
が
な
か
っ

た
り
、
そ
の
条
文
を
適
用
し
た
の
で
は
刑
罰
が
重
す
ぎ
る
、
軽
す
ぎ
る
（「
情
軽
法
重
」「
情
重
法
軽
」）
と
判
断
し
た
り
し
た
と
き
は
、

「
比
附
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
を
用
い
て
、
適
用
す
る
べ
き
条
文
を
選
び
出
し
、
そ
の
条
文
を
適
用
し
て
、
そ
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
刑
罰

を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
加
減
し
て
科
す
る
の
で
あ
る
。
犯
罪
事
実
に
当
て
る
べ
き
刑
罰
を
直
接
、
刑
罰
体
系
の
中
か
ら
選
び
出
す
こ
と

は
し
な
い
の
で
あ
る
。
犯
罪
事
実
に
当
て
る
べ
き
刑
罰
を
、
律
例
の
規
定
を
目
安
に
し
な
が
ら
刑
罰
体
系
の
中
か
ら
選
び
出
す
の
で
は
な

く
、
犯
罪
事
実
に
対
し
て
律
例
の
条
文
を
ル
ー
ル
と
し
て
適
用
し
て
、
そ
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
刑
罰
を
科
す
る
の
で
あ
る
。
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寺
田
二
〇
〇
六
年
論
文
は
、
必
要
的
覆
審
裁
判
は
「
個
別
の
事
案
事
案
毎
に
情
法
の
平
に
か
な
っ
た
重
さ
の
刑
罰
を
一
つ
一
つ
量
り
定

め
て
執
行
す
る
過
程
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
作
業
は
原
理
的
に
無
限
に
個
別
的
な
も
の
と
な
る
他
な
く
、
当
然
な
が
ら
そ

の
個
々
の
権
力
的
作
業
を
予
め
縛
る
実
体
規
範
な
ど
が
あ
る
べ
く
も
な
い
。」（
二
九
一
頁
）
と
述
べ
る
。
し
か
し
、「
個
々
の
権
力
的
作

業
を
予
め
縛
る
実
体
規
範
」
は
存
在
し
、
そ
れ
が
律
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、
必
要
的
覆
審
裁
判
は
、
無
限
に
異
な
る
犯
罪
事
実
に
対
し
て

無
限
に
段
階
づ
け
ら
れ
た
刑
罰
を
「
一
つ
一
つ
量
り
定
め
」
る
も
の
で
は
な
く
、
無
限
に
異
な
る
犯
罪
事
実
を
律
例
が
定
め
る
犯
罪
類
型

に
当
て
は
め
て
、
そ
の
犯
罪
類
型
に
対
応
し
て
律
例
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
刑
罰
を
科
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

寺
田
二
〇
一
三
年
論
文
は
「
伝
統
中
国
の
律
例
は
、
個
別
条
文
が
担
当
す
る
狭
い
範
囲
の
「
情
」
に
対
応
す
る
刑
罰
を
各
々
記
す
だ
け

で
あ
り
、
以
後
の
個
別
事
案
処
理
の
全
体
を
覆
う
一
般
的
な
ル
ー
ル
を
提
示
す
る
と
い
う
性
格
（
中
略
）
を
ど
う
や
ら
最
初
か
ら
欠
い
て

い
た
（
原
注
。
律
例
の
事
例
的
な
性
格
）。」（
五
十
一
頁
）「
自
然
犯
的
な
犯
罪
に
つ
い
て
ほ
ぼ
網
羅
的
に
規
定
す
る
「
刑
律
」
に
お
い
て

す
ら
（
中
略
）
事
例
的
性
格
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
「
戸
律
」「
工
律
」
と
い
っ
た
章
に
至
っ
て
は
、
単
に
規
定
が
疎
ら
で
あ

る
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
何
故
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
罰
則
規
定
だ
け
が
律
に
載
っ
て
い
る
の
か
（
原
注
。
他
の
あ
の
問
題
に
つ
い
て

の
罰
則
規
定
が
何
故
載
っ
て
い
な
い
の
か
）
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
説
明
す
ら
も
殆
ど
不
可
能
に
な
る
。」（
七
十
五
頁
注
14
）
と
述
べ
て

い
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
『
清
律
』
刑
律
、
罵
詈
、
罵
人
条
の
「
人
を
罵
る
者
は
笞
一
十
。
互
い
に
相
い
罵
る
者
は
各
々
笞
一
十
。」
と
い
う

規
定
の
ど
こ
が
「
事
例
的
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。『
乾
隆
律
』
の
「
工
律
」
の
条
文
は
計
十
三
条
し
か
な
い
け
れ
ど
も
、「
戸
律
」
の
条
文

は
計
八
十
二
条
あ
り
、「
戸
律
」
に
つ
い
て
は
「
規
定
が
疎
ら
」
と
は
言
え
な
い
。「
他
の
あ
の
問
題
に
つ
い
て
の
罰
則
規
定
が
何
故
載
っ

て
い
な
い
の
か
」
に
つ
い
て
の
「
体
系
的
な
説
明
」
が
不
可
能
、
と
述
べ
る
け
れ
ど
も
、
あ
る
罰
則
が
律
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、

旧
中
国
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律
が
制
定
さ
れ
た
当
時
に
は
社
会
が
そ
の
罰
則
を
必
要
と
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
か
、
社
会
が
そ
の
罰
則
を
必
要
と
し
て
い
る
こ

と
に
立
法
者
が
気
づ
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。「
規
定
が
疎
ら
」
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
罰
則
が
律

に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
の
「
体
系
的
な
説
明
」
が
不
可
能
で
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
と
言
っ
て
、
律
例
が
「
個
別
事
案
処
理
の
全
体
を

覆
う
一
般
的
な
ル
ー
ル
を
提
示
す
る
と
い
う
性
格
」
を
「
欠
い
て
い
た
」
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

寺
田
二
〇
〇
六
年
論
文
は
「
必
要
的
覆
審
制
の
通
常
の
手
順
に
従
っ
て
も
、
適
用
条
文
が
犯
罪
者
当
人
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
必
要
的
で

は
な
い
。
む
し
ろ
擬
律
の
作
業
は
、
通
常
は
地
方
官
が
（
中
略
）
上
申
書
を
作
成
す
る
段
階
で
初
め
て
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
決
裁
権

者
が
そ
れ
を
裁
可
す
る
こ
と
に
よ
り
上
申
原
案
は
判
決
に
転
化
す
る
が
、
こ
の
決
裁
権
者
（
原
注
。
督
撫
や
皇
帝
）
が
与
え
る
批
に
お
い

て
も
、
犯
罪
者
に
対
す
る
特
定
の
刑
罰
執
行
が
命
じ
ら
れ
る
だ
け
で
法
条
は
一
切
言
及
さ
れ
な
い
。
律
条
は
（
中
略
）
所
詮
は
、
皇
帝
官

僚
制
が
行
う
内
部
的
な
結
論
形
成
・
意
思
統
一
の
媒
介
手
段
に
止
ま
る
。」（
二
九
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、『
清
律
』
刑
律
、
断
獄
、
獄
囚
取
服
辯
条
に
「
獄
囚
の
徒
・
流
・
死
罪
な
る
は
、
各
々
囚
及
び
其
の
家
属
を
喚よ

び
、
具つ

ぶ

さ
に

断
ず
る
と
こ
ろ
の
罪
名
を
告
ぐ
。」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
罪
名
」
と
は
律
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る
犯
罪
類
型
を
指
す
か
ら
、「
罪

名
を
告
げ
る
」
と
い
う
こ
と
は
適
用
し
た
律
例
の
条
文
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
獄
囚
取
服
辯
条
は
、
必
要
的
覆
審
裁
判
の
各

段
階
で
審
理
が
終
わ
る
と
、
適
用
し
た
律
例
の
条
文
を
囚
人
に
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

必
要
的
覆
審
裁
判
で
「
適
用
条
文
が
犯
罪
者
当
人
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
必
要
的
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
決
裁
権
者
が
与
え
る
批
に
お

い
て
法
条
は
一
切
言
及
さ
れ
な
い
」
と
し
て
も
、
そ
れ
は
地
方
官
か
ら
上
申
さ
れ
た
判
決
原
案
の
中
に
、
適
用
さ
れ
た
律
例
の
条
文
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
判
決
原
案
を
承
認
す
れ
ば
、
判
決
原
案
が
判
決
文
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
判
決
原
案
を
承
認
す
る
批
の
中
に
、
適
用

さ
れ
た
条
文
を
再
度
記
載
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
律
例
は
「
皇
帝
官
僚
制
が
行
う
内
部
的
な
結
論
形
成
・
意
思
統
一
の
媒
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介
手
段
」
で
は
な
く
、
そ
れ
に
従
っ
て
裁
判
が
行
わ
れ
る
と
人
民
に
対
し
て
約
束
さ
れ
た
公
開
の
ル
ー
ル
な
の
で
あ
る
。

四

ま

と

め

寺
田
二
〇
一
八
年
著
書
は
「
法
は
全
体
人
民
の
心
の
中
に
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
心
が
一
つ
に
な
り
、
そ
の
心
が
皇
帝
の
口
か
ら
語
ら
れ

る
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
（
旧
中
国
の
裁
判
理
念
で
。
佐
立
注
）
法
に
関
し
て
抱
か
れ
る
夢
で
あ
っ
た
。」（
三
一
六
頁
）
と
、
そ
れ
こ
そ

夢
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、『
塩
鉄
論
』
刑
徳
第
五
十
五
に
「
法
は
人
情
に
縁
り
て
制
す
。」
と
あ
る
よ
う
に
、「
人
情
」

即
ち
「
人
民
の
心
」
は
制
定
法
の
淵
源
で
は
あ
る
が
、
制
定
法
の
淵
源
と
制
定
法
そ
の
も
の
と
は
別
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
こ
の

よ
う
に
論
じ
る
の
は
無
意
味
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
同
じ
寺
田
著
書
に
「
裁
判
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
正
し
さ
・
社
会
正
義
の
総
体
を

「
法
」
と
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
に
し
た
場
合
」（
二
〇
七
頁
）
と
か
、「
裁
判
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
の
法
、
即
ち
「
天
下
の
公
論
」
が
語
ら
れ

る
時
」（
二
一
五
頁
）
と
か
、「
法
は
情
理
と
い
う
一
語
と
情
理
か
な
っ
た
無
数
の
紛
争
解
決
の
成
功
例
の
形
を
取
る
。」（
二
九
二
頁
）
な

ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
全
体
人
民
の
心
の
中
」
に
あ
る
「
法
」
と
は
、
制
定
法
即
ち
律
例
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

寺
田
説
独
自
の
意
味
を
持
つ
言
葉
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

旧
中
国
の
法
律
の
性
質
に
つ
い
て
論
じ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
史
料
を
根
拠
と
し
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
寺
田
諸
論
文

及
び
著
書
は
、
制
定
法
を
意
味
す
る
「
法
」
と
い
う
語
が
史
料
に
無
数
に
現
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
「
法
」
と
い
う
言
葉
に
全
く

別
の
意
味
を
持
た
せ
て
使
用
す
る
。
一
方
、「
情
法
の
平
」
と
い
う
史
料
に
出
て
く
る
言
葉
を
そ
の
ま
ま
使
う
と
き
は
、
根
拠
も
な
く

「
法
」
の
語
に
刑
罰
そ
の
も
の
と
い
う
誤
っ
た
意
味
を
持
た
せ
る
。
史
料
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
寺
田
著

書
の
「
あ
と
が
き
」
に
「
ど
れ
も
が
個
別
実
証
で
は
片
付
か
な
い
よ
う
な
体
系
編
成
上
の
理
論
的
大
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
」（
三
八
二

旧
中
国
の
法
律
は
「
非
ル
ー
ル
的
」
で
あ
る
と
い
う
説
に
対
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論
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頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
「
理
論
的
大
問
題
」
で
あ
っ
て
も
、
歴
史
上
の
問
題
で
あ
る
限
り
は
、
史
料
を
根
拠
と
し
て
実

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寺
田
二
〇
一
三
年
論
文
は
「
条
文
の
並
ん
だ
実
定
法
を
見
る
と
そ
れ
だ
け
で
ル
ー
ル
型
の
法
だ
と
思
い
こ
む

（
中
略
）
議
論
の
知
的
怠
惰
は
（
中
略
）
十
分
に
明
ら
か
で
あ
る
。」（
五
十
八
頁
）
と
述
べ
る
が
、
い
く
ら
頭
を
使
っ
て
も
、
史
料
か
ら

離
れ
て
し
ま
っ
て
は
何
に
も
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

寺
田
諸
論
文
及
び
著
書
は
、
清
朝
の
州
県
自
理
裁
判
で
は
、
あ
る
程
度
の
割
合
で
律
例
が
引
用
さ
れ
、
言
及
さ
れ
て
い
る
の
に
、「
律

例
が
引
か
れ
る
例
は
皆
無
に
近
い
」
と
言
う
。
契
約
文
書
に
従
っ
て
、
契
約
の
対
象
物
を
権
利
者
に
帰
属
さ
せ
て
い
る
の
に
、
契
約
は

「
独
自
の
抗
事
実
的
な
地
位
を
殆
ど
持
っ
て
い
な
い
」
と
言
う
。
律
例
と
契
約
文
書
と
に
依
拠
し
て
判
決
を
下
し
て
い
る
の
に
、「
情
理
と

い
う
理
念
だ
け
を
直
接
的
指
針
と
し
て
」
判
断
が
行
わ
れ
る
、
と
言
う
。
必
要
的
覆
審
裁
判
で
は
、
適
用
条
文
を
囚
人
に
示
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
の
に
、「
必
要
的
で
は
な
い
」
と
言
う
。
清
律
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
裁
判
で
律
例
を
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
の
に
、「
上
申
に
際
し
て
律
例
を
引
け
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
、
と
言
う
。
旧
中
国
に
は
民
事
実
定
法
が
存
在
す
る
の
に
、
清
朝
に

は
「
存
在
し
な
い
」
と
言
う
。
律
例
の
規
定
は
一
般
的
で
あ
る
の
に
、「
事
例
的
」
で
あ
る
、
と
言
う
。

事
実
と
は
正
反
対
の
こ
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
誤
解
（「
誤
解
」
と
い
う
言
葉
で
済
ま
せ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
事
実
の
歪
曲
で
は
な

か
ろ
う
か
。）
に
基
づ
く
、
旧
中
国
の
法
律
は
「
非
ル
ー
ル
的
」
で
あ
る
と
い
う
寺
田
説
は
、
全
く
の
空
想
で
あ
る
、
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
空
想
を
、
そ
れ
が
『
中
国
法
制
史
』
と
い
う
教
科
書
の
中
に
書
き
込
ま
れ
、
専
門
外
の
有
識
者
や
多
数
の
学
生
の

間
に
広
ま
る
ま
で
放
置
し
続
け
た
、
他
の
我
々
中
国
法
制
史
研
究
者
の
責
任
は
限
り
な
く
重
い
。
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